


(3)たこを組み立てる。

①本体の裏側に足をつ

ける。

②本体の2 カ所に千枚

通しで穴をあける。

③穴に糸を通して、

右図のように結ぶ。

※出来上がったら、

自分の好きな絵を描いてみる。

2 • 飛行機だこを作ろう

• ひのき棒( 3 mm X 3 mm X 900mm) 9本

•和紙（薄いもの） B4版 5枚

・ケント紙（又は、 画用紙）80mm X 80mm 1枚

• 輪ゴム 8本 ・たこ糸 1巻 ・糊

• 木工用ボンド ・のこぎり ・定規

・カッタ ーとカッタ ー板 ・セロハンテ ー プ

(1)材料をそれぞれの長さに切る。

①ひのき棒は、 下の長さに切る。

。主翼用2本
600mm 

300mm 

170mm 

144mm 
。胴体用8本 。 尾翼用4本

②ケント紙で補強用三角コ ー ナ ーを32枚作る。
（佳

O定規で線を引いて書かせ

て切りぬかせるのもよい

が、 印刷しておいて、 切

り抜くだけでもよい。

(2)ひのき棒で骨組みを組み立てる。

①下図のように、 木工用ボンド

（単位mm)
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．接着剤が乾くまで動かないように、 セロハン

テ ー プと輪ゴムで固定する。

• この作業は、 平らな面で行い、 角が直角にな

るようにする。

②補強用の三角コ ー ナ ーを、 下の図のように骨組

みの角へ接着剤で貼りつける。

O主翼

O胴体(2枚）

� 

O尾翼 1枚

ロ

ニ
③上の図の斜線部分に和紙を貼りつける。

O三角コ ー ナ ーを貼った方に貼る。

O木や三角コ ー ナ ーの面に糊をつけ、 その上から

和紙を貼る。 この時、 シワができないように注

意する。

0和紙は、 上の大きさに切って貼るのでなく、 大

きめの紙を貼り、 糊が乾いてから、 不要部分を

カッタ ーで切り落とす

る。

O主翼 1枚
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貼ってない方）に重ね

前後に 1 cmずつ出して

る。 この時も、 くま

O胴体 2枚

で、 セロハンテ ー プで固定しておく。

(3)できあがった胴体と翼（主翼と尾翼）を組み立
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(4)糸目糸をつける。

①ポリエチレンシ ー トのi' jの位置に糸を通す

穴をあける。

②楊子 （又は、 マッチ棒）を1cmの長さに切る。

③長さ1.2mのたこ糸の両端を2つの穴に表（絵を

描いた方）から通して、 楊子に結びつける。

O右の図のように、

補強をするために

セロハンテ ー プを

i' jの表と裏の

両面に貼る。

(5)あげ糸と糸目糸を結ぶ。

①2本の骨を正しく重ねるとともに、 iとjの2

点を重ね合わせて糸を2つ折りにして、 先を結

んで輪を作る。

②この輪にあげ糸を結びつける。

［傾いたり、 回ってしまった時の調整方法］

く方法1> . 傾いたり、 回ったりする反対側の糸

と糸目糸を重ね結び をして短くす

る。

く方法2> . 傾いたり、 回ったりする反対側の骨

の下に、 紙テ ー プをつける。

左に傾いたり 、 回ったりするとき 右に傾いたり回ったりするとき
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